






生命保険編
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【問 １】保険法等

◆（問題 1）設問Ａ★★★ 59
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◆（問題35）設問Ａ★★★ 100

◆（問題36）設問Ｂ★ 100
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保険提案書等の読取り

101
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（問題40）設問Ｃ★ 109

（問題41）設問Ｄ★★★ 109
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◆（問題42）設問Ａ★★★ 110

（問題43）設問Ｂ★★★ 111

（問題44）設問Ｃ★★★ 112

◇（問題45）設問Ｄ★★★ 113
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◇（問題58）設問Ｃ★★ 126

（問題59）設問Ｄ★ 127
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◆（問題61）設問Ａ★★★ 129

（問題62）設問Ｂ★★★ 130
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（問題63）設問Ａ★★★ 131

◇（問題64）設問Ｂ★★★ 132

【問１９】保険契約の現物支給と
経理処理

（問題65）設問Ａ★ 133

（問題66）設問Ｂ★ 134

【問２０】自営業者の保障

◆（問題67）設問Ａ★★★ 135

（問題68）設問Ｂ★ 136
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（問題69）設問Ａ★ 139

◇（問題70）設問Ｂ★ 140

（問題71）設問Ｃ★★★ 141
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（問題72）設問Ａ★ 142

（問題73）設問Ｂ★ 142

（問題74）設問Ｃ★ 144

【問２３】定年退職前の会社員

（問題75）設問Ａ★★ 145

（問題76）設問Ｂ★★★ 146

（問題77）設問Ｃ★ 146

（問題78）設問Ｄ★ 147

【問２４】独身女性の保障と老後

（問題79）設問Ａ★ 148

（問題80）設問Ｂ★ 148

【問２５】会社員の生活保障

（問題81）設問Ａ★ 150

◇（問題82）設問Ｂ★ 150

（問題83）設問Ｃ★ 151
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ®精選過去問題 リスクと保険（生命保険編）

【問１５】基～中 －複合問題－ 個人契約の生命保険の税務等

個人の生命保険等の税務上の取扱いに関する以下の設問について、それぞれの答えを１～４の

中から１つ選んでください。

（問題52）設問Ａ ☆☆☆ 2020－2 Let's try

長岡さんが2023年中に支払った保険料は、下記＜資料＞のとおりである。長岡さんの2023年

分の所得税の生命保険料控除の金額として、正しいものはどれか。なお、いずれの契約も生命保

険料控除の対象となる要件を満たしているものとする。また、控除額が最も大きくなる組み合わ

せを用いるものとし、配当金はないものとする。

＜資料＞

契約 保険種類 契約時期 保険料払込方法 年間払込保険料 備考

① 個人年金保険 2005年 月払い 120,000円 (注１)

② 総合医療特約付定期保険 2009年 年払い 70,000円 (注２)

③ 介護医療特約付終身保険 2009年 半年払い 101,520円 (注３)

④ 個人年金保険 2023年 一時払い 2,000,000円 (注４)

（注１）税制適格特約付個人年金保険である。

（注２）定期保険部分の保険料は62,000円、総合医療特約部分の保険料は8,000円である。

（注３）2019年に契約の見直しを行っており、終身保険部分の保険料は70,220円、介護医療特

約部分の保険料は31,300円である。

（注４）被保険者・年金受取人＝長岡さん、60歳年金開始、年金受取期間が10年確定年金の契

約である。

＜所得税の生命保険料控除の控除額の速算表＞

（１）2011年12月31日以前に締結した保険契約（旧契約）等に係る控除額

年間の支払保険料の合計 控除額

25,000円 以下 支払金額

25,000円 超 50,000円 以下 支払金額×1／2＋12,500円

50,000円 超 100,000円 以下 支払金額×1／4＋25,000円

100,000円 超 50,000円

（２）2012年１月１日以後に締結した保険契約（新契約）等に係る控除額

年間の支払保険料の合計 控除額

20,000円 以下 支払金額

20,000円 超 40,000円 以下 支払金額×1／2＋10,000円

40,000円 超 80,000円 以下 支払金額×1／4＋20,000円

80,000円 超 40,000円

1. 100,000円

2. 118,150円

3. 120,000円

4. 120,150円
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(c)All rights reserved ＦＰＫ研修センター株式会社

ＣＦＰ®精選過去問題 解答と解説 リスクと保険（生命保険編）

（問題52）設問Ａ－２ 生命保険料控除 ☆☆☆

2. 正しい。

［一般生命保険料控除］

・契約②は旧契約に該当する。 70,000円×1／4＋25,000円＝42,500円

・契約③は新契約とみなされ、終身保険部分が一般生命保険料控除の対象となる。

・契約④は税制適格要件を満たさない（一時払い）ため、新契約の一般生命保険料控除の対象

となる。

・契約③④の控除額：70,220円＋2,000,000円＝2,070,220円＞80,000円 ∴40,000円

・新制度の契約と旧制度の契約の両方に加入している場合、以下のａ、ｂのいずれかを納税者

が選択する。

ａ：旧契約に係る控除額（本設問の場合、42,500円）

ｂ：旧契約と新契約の双方について適用を受ける場合の控除額（最高４万円）

42,500円＋40,000円＝82,500円＞40,000円 ∴40,000円

ａ＞ｂ ∴42,500円…Ⅰ

［介護医療保険料控除］

・契約③のうち、介護医療特約部分の保険料が対象となる。

31,300円×1／2＋10,000円＝25,650円…Ⅱ

［個人年金保険料控除］

・契約①は旧契約に該当する。

120,000円＞100,000円 ∴50,000円…Ⅲ

［生命保険料控除額］

Ⅰ＋Ⅱ＋Ⅲ＝42,500円＋25,650円＋50,000円＝118,150円

（問題53）設問Ｂ－２ 生命保険料控除 ☆☆☆

2. 正しい。

［一般生命保険料控除］

契約①は2007年に加入し、2023年12月１日に特約更新を行うため、2007年から2023年11月ま

での支払保険料が旧制度の対象となる。

契約④は旧制度の対象となり、一般の生命保険料控除の対象となるが、保険料が一時払いの契

約のため、支払保険料の全額を支払った2010年のみが控除対象となる。

控除額：49,500円×1／2＋12,500円＝37,250円…Ａ

契約①の2023年12月分の支払保険料のうち、終身保険部分は新制度の対象となる。

控除額：3,000円≦20,000円 ∴3,000円…Ｂ

新制度と旧制度の両方の契約に加入している場合、以下のａ～ｃのいずれかを納税者が選択する。

ａ：新制度の契約に係る控除額（Ｂより、3,000円）

ｂ：旧制度の契約に係る控除額（Ａより、37,250円）

ｃ：新制度と旧制度の契約の双方について適用を受ける場合の控除額（最高４万円）

Ａ＞Ｂ

Ａ＋Ｂ＝40,250円＞40,000円

本設問では控除額が最も大きくなる組み合わせを用いるため、40,000円を選択する。

∴40,000円…Ⅰ


